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空き家空き地地域利用バンク 空き家等利活用希望団体登録情報 

■基本情報 

（ふりがな） 
とくていひえいりかつどうほうじんこうべぶどうのきちいきかつどうしん

せんたーぼちぼちはうす 

団 体 名 特定非営利活動法人神戸ぶどうの樹地域活動支援センタ―ぼちぼちはうす 

HP アドレス http://bochi01.wix.com/bochibochi 

 

■利活用希望者情報 

会 員 数 12 人 

団 体 の 種 別 NPO 法人 

活 動 の 概 要 

依存症者の社会復帰を目指した回復プログラムや就労援助を行っていま

す。又、家族や地域の依存症に関する相談活動も常時行っています。 

活 動 の 実 績 

阪神大震災の後、アルコール依存症者の仮設住宅などに措ける孤独死が顕

在化し、この状態を放置することができないと考え、復興基金の援助を得

て 1998 年 7 月に依存症の回復の場所として誕生しました。現在も継続し

て毎週月曜日から金曜日まで通所施設として続けています。また、本人を

はじめご家族や関係機関への相談や啓発活動もおこなっています。 

 

■物件の希望条件・意向 

希望の契約形態 貸借 

希 望 の 物 件 空き家、空き地 

希 望 の エ リ ア 兵庫区、長田区、須磨区、垂水区 

利 活 用 の 目 的 

依存症や摂食障害は精神の疾患であり、それにより身体を害し、他の依存

症や精神疾患を併発することも多い病気です。現在も老若男女問わず増加し

ています。しかし神戸市内では依存症の回復施設も少なく、症状を知りなが

らも孤独に苦しむ人も多くいられます。また、薬で治るものではなく、医療、

福祉、自助グループなど、様々な人との関係を作り、孤独からの脱却や日常

の生活の中から回復へとつなげていくことが大切とされています。畑での野

菜や花の栽培では、植物の生長に喜びを見出し育てる責任感を養い、回復に

アプローチする。また畑の近隣の人たちとも作業を通じて交流し、依存症や

摂食障害に対する啓発にもつながるとも考えています。 



 

特 記 条 件 

利用の時期・

期間 

・今すぐではないが希望に沿った物件があれば 

<期  間>施設として利用（期間定め無し）、畑として利用（１年更新程度）                 

<利用頻度>施設利用 月～金 畑利用 平日週１～３回 


